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まち活 通信
〜みんなで実践するまちづくり活動情報〜

2016年５月 女川町まちづくり推進協議会事務局

まちづくり推進協議会「公開会議」を開催しました
　平成27年度の住民参加によるまちづくりの総括・報告の
場として、公開形式の会議を行いました。当日は、町内の
主要団体代表者、ワークショップ参加者、有識者、町職員、
その他多数の出席者が一堂に会し、活発な意見が交わされ
ました。
　町ではワークショップの結果と今回の意見をふまえ、今年
度中に清水公園および観光交流エリアの基本設計をとりま
とめる計画としています。

3月29日
まちなか
交流館

≪まちづくりデザイン会議委員による講話≫

≪ワークショップ参加者からの報告≫

≪意見交換≫ ≪協議会からの提言≫
●清水公園・観光交流エリアの整備について
「観光交流エリアに宿泊施設を」「観光桟橋の位置なども含
め、女川湾を広く活用できる整備を」「女川を丸ごと活用
する公園のコンセプトには賛成」等の意見。

さまざまな意見が出ている。そこから実現
できること、できないことをしっかりと精
査して、住民の想いが十分に反映された公
園整備を進めてほしい。

●震災遺構を保存する意義について
「ワークショップでは遺構の周りに震災から復興までのプ
ロセスを展示するなどの意見もあり、復興の原点として
ポジティブかつ元気がもらえる場所にできると思う」等の
意見。

震災遺構を保存する意義について理解した。
旧交番は、これから立ち上がっていく女川
町の原点として、象徴的な意味も帯びてく
るだろう。

●町民が主体的に関わる今後のまちづくり
（事務局提案）

新たな暮らしの舞台で取り組みたい活動テーマをていね
いに抽出し、テーマごとにチームづくりを進めながら、
住宅地や公園を「自分たちの空間」として協働して住みよ
い場所となるよう事業展開していく。

復興のスピード感を意識しつつも、さらな
る住民参加が促進されるようまち活事業を
進めてほしい。

宇野健一氏（清水公園検討部会長）
●�行政主導で作り、誰にも使われない公園でなく、
住民が参加して使いながら作る公園を目指そう！
●�女川の山と川の魅力をさらに高める「女川町丸ご
と公園構想」を提案したい。

清水公園の楽しみ方
発表者：澤田洋美さん

●�清水公園でしかできないも
のを実現してほしい。
●�おもいきり身体を動かして楽
しめる場所になってほしい。

観光交流エリアの楽しみ方
発表者：持田耕明さん

●�みんながフレンドリーな港
町になってほしい。
●�観光桟橋周辺のマナー向上
に協力をお願いしたい。

震災遺構と次世代に伝えること
発表者：女川中学校

山田くるみさん、河合雄弥さん
●�旧交番を残し、津波の恐さ、防災
の大切さを伝えていきたい。
●�世界中の支援のおかげで今の町が
ある、その感謝を伝えたい。

小野寺康氏（シンボル空間検討部会長）
●�海の見える風景、生きた海の生活が女川の風景を
作っていく。
●�プロムナードの延長線上に浮桟橋を配置する案も
検討している。
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～コミュニティガーデニングの取り組み～

運動公園住宅でコミュニティガーデニングを実践！

実践コース「ガーデニング講座」も完結！

　震災後新たに誕生した行政区・大原北区をモデル地
区として、運動公園住宅の共同花壇づくりを実践しま
した。当日は、区長さんの呼びかけに、意欲的な方々
が30名近くも参加しました。
　「無理をせずにできることから始めることが大切」と
いう講師のアドバイスのもと、今回植えたのは、誰で
も簡単に育てられ、とてもきれいな「パンジー」。参加
者全員で土づくりから始め、花苗の配置や色分けを考
えながら植えていきました。なお今回、群馬県館林市
から、260株の苗をご提供いただきました。

　第3回（最終回）では、第１回で鉢植えした桜の育て方を学びまし
た。最初に講師から、鉢植えした桜の管理方法（年間計画）を教えて
いただきました。整枝・剪定、除草、施肥、害虫対策など、するこ
とはたくさんありますが、手塩にかけて育てればきれいな花が咲い
てくれそうな期待が持てました。また、各自が持ち寄った桜の鉢植
えに対して、講師からアドバイスをいただきました。

平成28年度のコミュニティガーデンづくりの展開について
　町では、住民と行政が協働で進める景観まちづくりを推進しています。また、今年度は仮設住宅から
新たな住まいへの移転も本格化します。まち活でもそれらの動きと連動し、実践講座などを通じて、そ
れぞれの地域で、美しい自然風土と調和したまちなみが創られるよう後押ししていきます。
　みんなの力で住みたいまち、訪れたいまち、選ばれるまちを目指していきましょう！

Q  木をまっすぐに育てるには、どうすればよいの？
Ａ 添え木で自分の延ばしたい方向や角度に矯正する。
Q  身長が高くないので、高さを抑えるには？
Ａ� 伸ばしたくない枝は切ること。切った箇所は500円硬貨大までな

ら大丈夫だと思うが、それ以上の場合は、薬（ロウでも可）を塗って消毒しておいた方がよい。

　参加者からは、「パンジーが枯れる秋には、今度はマリーゴールドを植えよう！」との声も上がり、
これからも積極的にコミュニティガーデニングの活動を継続・発展させていく機運が生まれました。

　参加者からは、「この講座がいいきっかけになった。これから移転先のガーデニングを頑張ろうと
思った」、「集合住宅の共同花壇づくりをさらに広げていきたい」など、前向きな声が多く聞かれました。

【講師からのメッセージ】
〇ここを女川町の花の発信基地にして、まち全体に広げてほしい。
〇そのためには、無理なく、みんなが楽しんで続けられることが大切。
〇�活動の拡大には、若い人など普段ガーデニングに興味を持たない人たちにも参加してもらう工夫が必要。

　春の花の時期を前に、コミュニティガーデニングに関する取り組みを実施しました。
　コミュニティガーデニング＝地域共同の庭づくりは、阪神淡路大震災後の「コミュニティの再生」
や「景観形成」などでも大きな効果を上げている取り組みです。

◆申込み・問合せ先　女川町まちづくり推進協議会事務局（役場復興推進課復興調整係）
☎54-3131内線291　メールアドレス：fukko7@town.onagawa.miyagi.jp

◆まち活フェイスブック　まち活＠おながわ　で検索
◆まち活LINE＠　LINEアプリの友達追加画面で　＠onagawatown　をID検索

講師　田崎 満さん（日本花の会研究員）

3月28日
運動公園
住宅

3月29日
まちなか
交流館


